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幹
線
街
路
の
工
事
に
着
手

火
災
復
興
土
地
区
画
整
理
事

業
は
、
去
る
一
月
二
十
六
日
の

一
第
一
回
審
議
会
に
諮
問
第
一
号

一
と
し
て
提
出
さ
れ
た
「
仮
換
地

一
の
指
定
案
」
に
つ
い
て
目
下
審

開
院
一
議
中
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
が

卓
ヰ
一
指
定
を
急
ぐ
一
方
、
区
画
街
路

一
工
事
を
急
ぐ
必
要
に
迫
ら
れ
て

一
い
ま
す
の
で
、
本
年
度
内
施
行

-
一
事
業
と
し
て
既
に
次
の
街
路
、

AU一
水
路
、
及
び
河
川
等
の
工
事
に

一
着
工
し
て
お
り
ま
す
。
工
事
の

一
施
行
に
際
し
て
は
各
事
業
施
行

一
区
域
内
の
方
々
に
御
迷
惑
を
お

同

3
一
か
け
す
る
こ
ど
が
多
い
こ
と
と

-
f
一
思
い
ま
す
が
、
復
興
事
業
を
速

一
か
に
完
了
さ
せ
る
た
め
に
は
関

一
係
市
民
各
位
の
絶
大
な
る
御
協

P
F
・
-
一
力
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
切
に
お

渇
月
一
願
い
し
ま
す
。
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(
区
画
整
理
課
U

一
O
着
手
中
の
工
事

一
幹
線
街
路
(
県
復
興
事
務
所
主
管
)

邑
ご
L
魚
津
中
央
線
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(
神
明
町
J
本
新
立
会
)

延
長
七
O
七、

ご
O
米
巾
員
二
二
米

Z
魚
津
臨
線
港

(
下
村
木

i
村
木
立
会
〉

ι村
木
魚
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駅
線

(
金
屋
町

t
村
木
立
会
)

延
長
五
二
六
、
七
O
米

巾
員
八
米

補
助
街
路
(
市
区
画
整
理
課
主
管
)

L
第
四
号
線

(
神
明
町
、
(
金
屋
町
立
会
)

延
長
三
九
九
、
二
O
米
巾
員
四
米

乙
第
十
四
号
線

(
下
村
木
町

i
金
浦
町
立
会
)

延
長
四
三
六
米

巾
員
八
米

-
三
十
二

l
一
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線

(
金
屋
町

i
金
浦
町
立
会
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延
長
七
回
、
六
O
米

巾
員
六
米

4.
三
十
四
号
線

(
金
屋
町
地
内
)

延
長
六
四
、

三
O
米

巾
員
九
米

ι三
十
五
号
線
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神
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町

t
下
村
木
町
立
会
)

延
長
一

O
七
、
三
O
米

巾
員
六
米

ι三
十
六
号
線

(
真
成
寺
町

i
下
村
木
町
立
会
)

延
長
二
三
六
、
四
O
米

巾
間
八
米

1
神
明
川
改
修

'
(
餌
指
町

i
新
下
猟
師
町

i

金
屋
町

i
鴨
川
町
立
会
)

・延
長
五
一
九
、
七
O
米

巾
員
六
米

椎

茸

ほ

だ

木

の

斡

旋

に

椎
茸
栽
培
は
今
や
農
山
村
の

副
業
と
し
て
ば
か
り
で
な
く
、

私
共
の
日
常
生
活
と
切
り
離
せ

ぬ
存
在
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が

今
年
も
昨
年
同
様
便
宜
を
は
か

る
た
め
、
次
の
と
お
り
栂
木
(

菌
の
植
え
込
ん
だ
も
の
)
並
び

に
原
木
の
斡
旋
を
行
い
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
御
希
望
の
方

は
各
広
報
員
或
い
は
出
張
所
を

通
じ
市
役
所
農
林
課
へ
お
申
込

み
下
さ
い
。

一
、
栂
木

/_) 

、、
て

一
本
き
円
(
径
二
寸
五
分
白
寸

申ー原長
込本木らさ

三期歪 吾
月限円 . 。
- r、
十//

五)
日
ま
で

不
用

あの

り土

ま管

ぜが
ん
治、

間
も
な
く
ほ
か
/
¥
す
る
フ

エ
ン
現
象
の
日
和
が
や
っ
て
参

り
ま
す
。
大
火
の
あ
の
恐
し
さ

に
鑑
み
ま
し
で
も
、
消
防
本
部

と
し
て
は
あ
ら
ゆ
る
面
か
ら
消

防
の
強
化
方
策
を
検
討
中
で
あ

り
ま
す
が
、
今
度
市
中
を
貫
流

す
る
防
火
用
水
を
最
も
有
効
に

活
用
す
る
た
め
、
要
所
々
々
に

土
管
(
俗
称
い
け
の
わ
)
を
敷

設
し
た
い
の
で
あ
り
ま
す
。
皆

さ
ん
の
御
家
庭
に
戦
時
中
防
火

周
水
と
し
て
使
用
し
て
お
ら
れ

一
た
不
用
の
土
管
や
、
井
戸
を
水

一道
に
切
替
え
た
た
め
の
遊
休
土

一管
、
叉
町
内
の
共
同
所
有
の
も

一
の
で
夏
ど
も
な
れ
ば
蚊
の
養
成

一所
に
な
っ
て
い
る
も
の
は
な
い

一
で
し
ょ
う
か
。

一

大
変
勝
手
な
お
願
い
で
す
が

一
御
寄
贈
願
い
た
い
の
で
あ
り

土
地
区
画
整
理
事
業

評

価

員

選

任

、、‘，，，
日
可
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1
2局
一
魚
津
都
市
計
画
火
災
復
興
土

月
彰
-

9
便
一
地
区
画
整
理
事
業
の
評
価
員
に

年
野
一

げ
種
一

魚
津
市
長
か
ら
次
の
三
氏
が
三

和
三
一
月
一
日
付
を
も
っ
て
選
任
さ
れ

昭
第
一
(
〆
こ
O

/
t
t
、、圃
d
d
1
L
ふ
れ

一
富
山
地
方
法
務
局
魚
津
支
局
長

一

小

川

政

竹

一
魚
津
税
務
署
長
米
国
才
大
郎

一
魚
津
市
税
務
課
長
山
沢
貞
治

〉
一

O
評
価
員
は
土
地
建
物
の
評
価

け
一
に
つ
き
経
験
を
有
す
る
も
の
一一一

人
を
土
地
区
画
整
理
審
議
会
の

同
意
を
得
て
選
任
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
三
氏
の

選
任
に
つ
い
て
去
る
二
月
二
十

二
日
第
五
回
魚
津
都
市
計
画
火

災
復
興
土
地
区
画
幣
理
審
議
会

の
同
意
を
得
ま
し
た
。

評
価
員
は
非
常
勤
で
あ
り
ま

す
。

。
都
道
府
県
又
は
市
町
村
は
換

地
計
画
に
お
い
て
清
算
金
若
し

く
は
保
留
地
を
定
め
よ
う
と
す

る
場
合
、
減
価
補
償
金
を
交
付

(
写
真
は
工
事
中
の
中
央
線
)

『
区
整
』
委
員

パ
ツ
ヂ
決
る

こ
の
程
区
画
監
理
審
議
会
委

員
の
「
パ
ツ
ヂ
」
が
決
り
ま
し

た
。図

案
は
魚
津
市
復
興
の
円
満

な
進
展
を
意
味
し
て
お
り
ま

す
。

(
凸
版
は
区
整
委
員
パ

ツ
ヂ
〉

し
よ
う
と
歩
る
場
合
、
若
し
く

は
著
し
く
利
益
を
受
く
る
も
の

に
費
用
を
分
担
さ
せ
る
金
額
を

定
め
よ
う
と
す
る
場
合
に
、
土

地
及
び
土
地
に
つ
い
て
存
す
る

機
利
の
価
額
、
並
び
に
立
体
換

地
方
式
を
採
る
場
合
に
は
建
築

物
の
評
価
に
つ
い
て
評
価
員
の

意
見
を
聞
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

海
技
免
状
の

に書
か
え

一
、
沿
岸
丙
種
運
転
士
、
治
岸

乙
種
二
等
運
転
士
、
小
型
船
丙

種
運
転
士
、
小
型
船
乙
種
ニ
等

運
転
士
、
小
型
発
動
機
船
三
等

機
関
士
、
沿
岸
発
動
機
船
三
等

機
関
士
等
、
免
状
に
有
効
期
間

の
書
入
れ
て
い
な
い
も
の
は
本

年
十
月
十
四
日
ま
で
に
更
新
の

申
請
を
し
な
け
れ
ば
、
無
効
と

な
り
ま
す
か
ら
申
請
し
て
下
さ

B
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二
、
丙
種
航
海
士
、
丙
種
機
関

士
、
丙
種
船
長
、
丙
種
機
関
長

乙
種
二
等
航
海
士
、
乙
種
二
等

機
関
士
等
、
免
状
に
有
効
期
間

の
記
入
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、

そ
の
期
限
が
満
了
し
て
も
、

今

回
に
限
り
有
効
期
間
が
一
年
延

期
に
な
り
ま
し
た
。

例
え
ば
有
効
期
間
が
昭
和
三
十

二
年
六
月
十
五
日
ま
で
の
も
の

で
も
、
一
年
間
延
期
に
な
っ
た

つ

レミ

て

か
ら
、
三
十
三
年
六
月
十
四
日

ま
で
有
効
に
な
り
ま
す
。

ま
す
。
こ
れ
を
道
路
際
の
則

水
(
小
川
)
の
中
へ
埋
め
、

平

素
は
コ
ン
ク
リ
l

の
華
を
し
て

置
き
ま
す
と
、
一
朝
有
事
の
場

合
は
少
々
流
水
が
少
く
て
も
直

ぐ
水
が
吸
い
揚
げ
ら
れ
る
訳
で

あ
り
ま
す
。
現
状
で
は
切
角
ポ

ン
プ
が
現
場
に
到
着
し
て
も
用

水
を
堰
止
め
て
水
を
貯
え
る
ま

で
に

ニ

t
三
分
間
を
要
し
初
期

消
火
の
目
的
に
添
わ
な
い
訳
で

す。
以
上
の
趣
旨
に
御
賛
同
の
上

精
々
御
替
贈
下
さ
る
様
お
願
い

申
上
げ
ま
す
。
若
し
該
当
品
が

あ
り
ま
し
た
ら
消
防
署
へ
お
電

話
(
二
九
五
番
)
下
さ
れ
ば
直

ぐ
受
取
り
に
参
り
ま
す
。

な
お
土
管
の
大
き
さ
は

O
円
形
で
内
径
二
尺
以
外
の
も

の
O
深
さ
は
約
一尺
一一
、一一
一
寸
か
ら
ニ
尺

O
底
は
有
っ
て
も
無
く
て
も
結

革
問

4
S
A
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乳

幼

児

検

診

を

受

け

ま

し

ょ

可
愛
い
子
供
を
、
す
こ
や
か

に
育
て
た
い
|
|
こ
れ
は
す
べ

て
の
お
母
様
力
の
心
か
ら
の
望

み
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
度
次
の
日
程
で
乳
幼
児

検
診
を
行
い
ま
す
か
ら
、
該
当

者
は
こ
ぞ
っ
て
受
験
さ
れ
、
正

し
い
指
尊
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
日
程
を
変
更
し
た
場
合

は
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

付
該
当
者
乳
児

昭
和
三
十
一
年
四
月
一
日

か
ら
昭
和
三
十
二
年
三
月

三
十
一
日
迄
の
出
生
児

四
月
日
か
ら
・
・

水

族

館

開

舘

水
族
館
で
は
四
月
一
日
開
館

を
目
前
に
控
え
て
、
い
ろ
/
¥

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

本
年
は
魚
槽
を
海
底
の
様
に

装
飾
し
見
や
す
く
、
叉
他
の
水

族
館
で
見
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
の

稚
魚
魚
槽
の
新
設
、
水
族
館
水

産
動
物
研
究
室
の
新
設
、

標
本

室
に
は
熔
岩
さ
ん
ご
を
蒐
集

し
、
昨
年
に
比
し
本
年
は
充
実

し
た
内
容
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
大
火
以
後
、
少
人
数
で

こ
れ
ら
の
仕
事
に
従
事
し
本
年

つ

幼
児

昭
和
二
十
九
年
四
月
一
日

か
ら
昭
和
三
十
一
年
三
月

三
十
一
日
迄
の
出
生
児

M
H
検
診
日
及
び
実
施
場
所

検
診
日

本
施
地
区

実
施
誠
一附

三
月
二
十
五
日

経

団

出

掛

所

タ

二
十
七
日
上
野
万
小
学
校

。，
二
十
九
日
道
下

h
v

四
月

三
日

片

貝

タ

タ

四

日

間

布

施

h
v

h
v

五
日
上
中
島

9

9

・八
日
下
中
島
タ

タ

十

日

加

樹

9

9

十
一日

天

神

・
h
v

o

十
一

百

松

倉

h
v

。

，十

五

日

志

江

保

健

所

L
V

十

七

日

利

木

。

グ
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一
七
五
、
八

O
一↓一貫
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ミ
ギ
ス
一
二
一
、
六
四
三
。

サ

パ

三

一

、

ニ

O
四
グ

れ
け
ん
い
一
一
一
、

コ
一
八
二
。

ア

ジ

七

三

、

四

四

五
h
q

フ
ク
ラ
ゲ
四
回
、
三

0
0
9

カ
ワ
ハ
ギ
一
一
一
、
二
一
回
。

プ

リ

九

、

三

五

七

。

タ

ラ

七
四
、
七
一
一
一
一
グ

そ
の
他
五
七
八
、
一
七
七
。

総
計
一
、

O
七
三
、
五
宜
五
。

価
格
に
す
る
と
、
二
億
一
千
余
一

万
円
と
昭
和
二
十
九
年
の
統
計
一

が

示

し

て

い

る

。

一

そ
の
他
水
産
動
物
の
=
一
六
三
一

三
八
四
賞
、
海
諜
の
一
二
一
、
三
一

二
五
貫
、
水
産
加
工
の
三
五
八
一

八
二
二
貫
な
ど
で
、
こ
の
漁
業

一

は
本
市
の
重
要
な
産
業
の
位
置
一

を

し

め

て

い

る

口

一

そ
し
て
魚
津
浦
か
ら
漁
獲
さ
一

れ
た
魚
類
は
ど
の
よ
う
に
販
売
一

さ
れ
て
い
っ
た
か
、
今
そ
の
跡
一

を

た

ど

っ

て

見

ょ

う

。

一

ω参
問

屋

時

代

一

当
町
に
魚
津
市
場
が
開
始
せ
一

ら
れ
た
の
は
、
今
を
距
る
三
百
一

有
余
年
前
即
ち
宝
永
年
間
の
頃
一

で
、
個
人
の
営
業
で
参
問
屋
と
一

い
い
、
各
々
せ
り
売
を
し
た
。
一

そ
の
方
法
は
、
当
町
浦
か
ら
楊
一

る
魚
類
は
勿
論
の
こ
と
、
経
由
一

生
地
、
泊
等
本
郡
各
地
を
始
め
一

遠
く
越
後
能
登
か
ら
持
ち
き
た
一

っ
た
魚
類
を
恩
夜
の
別
な
く
、
一

何
時
で
も
依
頼
に
応
じ
て
競
売
一

(
せ
り
う
り
)
し
た
。
し
か
も
其
一

手
数
料
が
僅
か
で
、
代
金
は
即
一

時
払
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
一

売
方
を
し
た
の
は
他
に
類
例
が
一

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
売
渡
し
一

た
商
人
か
ら
は
代
金
の
十
分
の
一

六
を
即
日
納
付
さ
せ
残
金
は
数
一

ヶ
月
の
猶
予
を
す
る
こ
と
に
し
一

た
其
の
取
引
高
は
年
額
実
に
二
一

十
三
四
万
円
に
達
し
た
(
続
く
)
一

1月

防
職
員
(
四
級
職
)

採

用

試

験

公

乏ヒ
仁3

左
記
に
よ
り
消
防
職
員
(
四

級
職
)
の
採
用
試
験
を
行
い
ま

す
。

※ 

記

一
、
採
用
予
定
者

二、

受
験
の
資
格

本
市
に
在
住
す
る
者
で
次
の

各
号
に
該
当
す
る
者

学
力
H
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん

が
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
高

等
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
を

要
し
ま
す
。

年
令
H
昭
和
七
年
四
月
二
日

以
降
昭
和
十
四
年
四
月
一
日

〆以
前
の
出
生
者

行類或誘も
い，蒐い や 団
、集は 宣 体
関を魚伝勧

い様舘
ま方に
すの万
。制 全

来の
舘準
を備
御を
待進
ちめ
して
て皆

※ 

※ 

五
名

三
、
試
験
期
日

第
一
次
試
験

第
二
次
試
験

四
、
申
込
受
付

受
験
希
望
者
は
三
月
十
五
日

か
ら
三
月
二
十
三
日
ま
で
に

受
験
申
込
書
に
必
要
な
事
項

を
記
入
の
上
、
消
防
本
部
に

提
出
し
て
下
さ
い
。

五
、
そ
の
他

な
お
詳
細
に
つ
い
て
は
消
防

本
部
に
問
い
合
せ
て
下
さ
い

一
月
二
十
五
日

一
月
二
十
八
日

(
魚
津
市
消
防
本
部
)
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t
m刈

航

海

安

全

大
漁
祈
願
祭
行
わ
る

感 十事氏、森一海郎弥良壮 し願に校日
謝 野 業を 浦 喜 、定 、=団行 引た 票 於講午市

=河 ーーー状 健 に 表 崎 て浦次占吉員会き。がけ堂後出
が吉章彰辰 良IS 金 、.とを統 執るに二樵1
寺 氏 力 し 次後 去、喜住し行き 行 航 於 時 団
田 に し 、 郎 藤爺広一吉てい団 さ海てかで
市対 た出の政、瀬、岩北、 員 れ安、 らは
長 し四 漁諸治大与山次山優 の ま全恒

、伊j大三
大 の町 月
漁北小十
祈洋学三

し に よ
てなはり
、お手そ
祈、拭れ
願本がぞ
祭年 贈れ
ののら 授
日出 れ与
を i魚たさ
待 事。 れ
た 情団
ずと 員

犬

の

登

録

と

予
防
注
射
の
必
知
ら
せ

に
既
に
出
漁
準
備
の
た
め
故
郷

を
離
れ
た
団
員
が
多
数
あ
る
反

面
、
現
在
開
催
さ
れ
て
い
る
、

日
ソ
漁
業
交
渉
が
未
解
決
の
た

め
、
出
漁
が
出
来
る
か
ど
う
か

決
定
し
て
い
な
い
団
員
も
あ
り

交
渉
の
成
果
が
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。

な
お
北
海
道
方
面
へ
汽
車
に

て
出
発
さ
れ
る
出
漁
団
員
は
割

引
券
(
二
割
引
)
を
利
用
し
て

下
さ
い
。

(
水
族
館
内
〉

消
火
栓
止
水
栓
蓋
の

盗
難
予
防
に
御
協
力
下
さ
い

大
火
に
見
舞
わ
れ
て
か
ら
、
金

属
回
収
に
他
府
県
よ
り
相
当
の

人
が
出
入
し
て
見
苦
し
い
事
も

あ
り
ま
し
た
。
叉
最
近
富
山
市

で
は
、
消
火
栓
の
蓋
が
頻
繁
に

盗
ま
れ
て
い
る
の
で
皆
さ
ん
に

御
協
力
を
お
願
い
し
て
事
故
の

防
止
と
盗
難
予
防
に
努
め
た
い

と
存
じ
ま
す
。
何
卒
消
火
栓
、

止
水
栓
の
輩
を
取
り
除
く
人
を

見
た
り
叉
屑
鉄
と
し
て
売
り
に

来
た
ら
注
意
し
て
下
さ
い
。
な

お
御
面
倒
で
も
、
水
道
課
(
電

話
回
四
O
番
)
ま
で
御
連
絡
下

さ
い
。
当
市
火
災
復
興
の
一
助

と
し
て
少
し
で
も
市
財
源
を
助

け
る
た
め
に
、
盗
難
予
防
に
御

協
力
下
さ
る
よ
う
重
ね
て
お
願

い
し
ま
す
。

講是学の必 精育や ててが 勉
し非級で要補てか母少は、強
て 希 を、で的る」親な、母し
下 望 開 今 あにかなにい 関親た
さと 催 度 ろ もを 赤 なよ心にり
い熱致次う、、ちるうをな
。意 しのとも肉ゃににもるー
をま内思つ体んは思つ準生J

も す 容 わと的 を 、わ人備 懸
っかでれ準に 産「 れがに 命
てら母ま備もみすま 極対で
受 、親すが、、こすめしす

2. 註第第第第ー 第第第第 1. 
場 。 。 八七第六 五第 四 三第 二→時毎母
所を講 すじ 第毎課課 四課 課三 課 課二課課 か 月 親

お習 。課一月 週 週 週 ら第学
渡終 目 1何受赤火赤健分火分赤中佐火焼紘 一級
し 了 を四 時胎 ち隈 ち 娩隠娩ちの 娠 |寵娠娠 週 の
致者 お火受調や日や と 日準や栄 、日中 と の講
しに 話 l曜講節んかん 産 か備ん 養分 かの女 火習
まは し日さ のらの 樗 ら の 娩ら保性限内
す終てまれ 入育 .中 衣 、健性 午袷:
。了 い で て 浴て の 類産 器後
読 ま 同 も 方保 と 樗 ー

母

親

学

級

開

催

富
山
県
の
乳
児
死
亡
は
全
国

第
五
位
で
す
。

現
在
お
母
さ
ん
で
あ
り
、
あ

る
い
は
近
く
お
母
さ
ん
に
な
ろ

う
と
さ
れ
る
方
が
、
施
娠
中
か

ら
産
楊
期
ま
で
の
保
健
生
活
に

つ
い
て
、
叉
生
れ
て
き
た
赤
ち

ゃ
ん

の
育
児
に
つ
い
て

の
知
識

と
実
際
の
正
し
い
取
り
扱
い
方

に
つ
い
て
、
深
く
認
識
し
て
い

た
y
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

多
く
の
人
々
は
職
業
、
仕
事

地
位
等
を
得
る
た
め
に
は
、
長

い
年
月
の
問
、
準
備
し
た
り
、

日
一

実

施

。場

一天
神
木
下
新

一
一
一
月
三
十
日
木
|斤
峰
陣
陪
愉

ー
ー
ー
し
降
岡
凶
阪
同
|

一
道
下
青
島
社
宅
前

咽・
コ守

一
ヨ
一
l
i
l
l
l
i
li

-
-
-
ー
」
暗
作
凶
際
問
||

四
月
二
日
一
加
積
出
張
所

一
下
中
島
出
張
所

四
月
一
一
一
日
下
I
ll
i
t
--
-
-

さ
一
ケ
市
営
住
宅
前

四
月
四
日

一上
野
方
出
張
所

一
松
倉
出
張
所

nn
弓
圧
ヨ

一1
1

1
1
1
1
i

l

i

-

-
」
憾
槍
膿
協
同
|

四
月
六
日

一魚
津
市
役
所
前

四
月
八
日

一魚
津
保
健
所

月

寄

付

金

三

千

円

本

吉

伊

作

(
亡
父
の
遺
志
に
よ
る
生
活

一

困
窮
者
に
噂
す
る
援
護
金
と

.

し
て

の
容
付
金
)

衣

類

十

八

点

市

内

匿

名

婦
人

(
早
月
住
宅
居
住
の
大
火
曜

災
者
救
援
用
)

間

魚
津
保
健
所
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ニ
月
二
十
六
日
か
ら

一
一
月
二
十
七
日

(
水
)

市
議
会
議
員
協
議
会
開
催

〈第111号〉 昭和32年 3月 15日発行

火 ま庭日月一てにのう 国 す 想り雨悲特過
に特す国に三環おそ週 と 土 が 像 ま の 惨 に 去 皆 一
ょに 。用亘 十とりの問、を、もし際な山 にさ o5" 
つ魚 )りー しま運が 毎ーこ出 よは状野おん ・ 山

て津 の 、日てす動設年日 の 来う、態にけが 11 + 
、市 即苗 と昨ががけ四も荒な災そとおる倒 A" 

庭街 売木 四年 、 展ら 月 早 れ ド 害 のない乱 承緑 ' 
木の 会(月間こ開れーくて位に起りて伐知化 即
、半 が主一様のさ、日緑おでつき、はのの哩 μ 

街分 開と日来運れ全か化りあいる一見結よ 淫
路は か しの る動て 国 らしまりでで旦る果う 宙}
樹大 れて両三の来 的緑よずまはあ豪に、にの

三 二一一おおらの値る絶 も家 等 ー 会
魚品、市 ‘、(二、り苗越 称を以 、対この 庭 は 環
津川主役即勢塁即で木し望取下し 責 の で緑全 シ
市地催所売時干売すの下のりでか任苗す化部 乙

森区 中会か=期?却さ方揃 、も を木。に焼 し
林輩 庭場ら司、日 売 い は え 酋 値 以 に 努け て

話 午四 方 Q どて木段てつめて
合賞 後月 法うお のはお きてお"2 1二 はぞり大市奨ま頂り22果 次 ・早 まき価めし . き

iE宵 の目すな の 出てた早
ム{ と にかも半来は い速

ちヒ日泰白手サきあ沈サ 大 りプく .花い花牡そ 四後 効登 ず者と犬
やマ光 戸ツよ ンくらドり . 梅ち桃め樹、県 援 |で録な受はお病昭
ぼラひ山木つキうを丁ゴち " 1，，次。 ( じ。(丹い種苗下 |すはお ず注狂り予和
ひヤば .)."竹 樹な・ラ今、銀('，，，赤く(赤吉木新 |か三昭し犬 決防三
ばシ木連ぢ 赤 桃 き 花 しィキ 寄笠 白〉?白)桜野 の ~l ら 月和 て病 定注十

) ラリ)皇) 、) 種事 |生三三下予し射ニ
〆 ツ .， ¥.../ ι 類務 |後十十さ防たの年

クベ ¥ で 単及所 |三一一い法の日度
.不 Jレ イ 価び、 1・ケ日年。にで程第
)三 JC (単魚 |月以度 よ 犬が一

九三三五九四四三五四五三三一三四四四二四四三三円価津 .1以後'犬 り所次回
五O五00五O五O五O五五五五000000五0¥.../ 市 |‘上無の 必・有 の 狂

価十 「 ゆくす楓木紅くえらい金さ五銀金 南青 と桃も ・ド |か 百百 紙で年に
格数つなろ(かじにか木ざ ま 天 ( イ |ら登三円 「 は申度た
は種るおつま 野こなやしんちせ ん葉。さ。(八ベ大 ツ |御 録プ十、 登 受 請 登 ‘る
五をば今 つぎ 村め くだま いか き(赤 久みト |持に円注録付 し録 犬
O取 ら年か )く ひ きい(松 白)手ら保 1 十参 は 」射手にてをの
円り 」 は- ば 白 ¥.../ ¥.../ ヒ |下印手数あ下当所
前寄 「 ば 赤 !さ鑑数料 りさ日 有
後せ木ら ) ・ |いが 料一まい注者
でてば 類 ・ o必 一頭す 。射は
すおらと • i 要 頭 に 。申所三
。り」し二 六五二四三三四五二五三三四三四三三五四 l で に付 請受 十

、のて五五六五O五O五五O五五00五O五五O五五O ‘ す 付 三 用付二

小
、
中
学
核
卒
業
式
日
割

三
月

一
二
十

一
日
村
木
小
(
一
一
一
)

一
二
十
二
日
住
吉
小

(
四
五
)
上

一

中
島
小
(
五
五
)
松

一

倉
小

(
五一ニ
)
上
野

一

方
小
(
三
O
〉
片
貝

一

小

(
三
三
)
加
積
小

一

(五

O
)
経
団
小
(

一

一
O
九
)
凶
布
施
小

一

(五

O
)
天
神
小

(

一

二
六
)

一
二
十
三
日
白
倉
小
(
七
)

一

(
カ
ツ

コ
内
は
卒
業
生
数
)

一
計
中
学
校

て

一

九

一
人

一

小
学
校

・

九
九
二
人

一
合

計

ご

、

一

八

三

人

一
一
一
月
十
固
ま
で

一一一
月
五
日
(
火
〉

定
例
農
業
委
員
会
開
催

全
六
日
(
水
)

定
例
教
育
委
員
会
開
催

高
岡
、
氷
見
、
砺
波
、
福
光
、

黒
部
)
に
こ
れ
と
連
絡
す
る
無

線
指
令
室
が
あ
り
ま
す
。
な
お

昨
年
一
ヶ
年
聞
に
こ

の
無
線
自

動
車
十
一
台
の
主
な
る
取
扱
件

数
は

。
事
件
事
故
現
場
出
動
回
数
五

五
三
回

。
人
命
救
助
、
家
出
人
、
迷
子

等
の
保
護
五
八
七
人

。
諸
願
、
周
受
理
一

O
九
件
も

あ
り
、
そ
の
内
魚
津
移
動

(
〆

ト
カ
l
)

の
主
な
取
扱
件
数
は

。
火
事
場

へ
の
出
動
一
一
回

。
交
通
事
故
現
場
二
二
回

。
事
件
事
故
発
生
出
動
八
回

。
迷
子
、
家
出
人
、
泥
酔
者
の

保
護
一
一

一
人
と
な
っ
て
い
ま

す。

警
察
で
は
今
後
よ
り
一
層

こ
の
無
線
自
動
車
を
市
民
の
皆

さ
ん
が
利
用
し
て
頂
く
こ
と
を

望
ん
ポ
お
り
ま
す
。
み
な
さ
ん

に
故
が
あ
っ
て
こ
の
無
線
自
動

車
に
来
て
貰
い
た
い
と
き
は
、

公
衆
電
話
で
「
瞥
察
」

と
交
換

手
に
言
っ
て
戴
け
ば
す
ぐ
瞥
察

署
に
連
絡
致
し
ま
ず
か
ら
せ
い

ぜ
い
こ
の
緊
急
電
話
を
利
用
し

て
下
さ
い
。

(
魚
津
瞥
察
署
)

昭
和
三
十
一
年
度
卒
業
生
記

念
会
を
大
町
小
学
校
に
お
い

て
開
催

土
地
区
画
整
理
審
議
会
開
催

全

七
日
(
木
)

魚
津
高
等
学
校
卒
業
式

全
八
日
(
金
)

市
議
会
議
員
協
議
会
開
催

定
期
家
畜
健
康
検
査
実
施
に
つ
い
て

昭
和
三
十
二
年
春
期
家
畜
健

一
ま
す
か
ら
牛
馬
は
洩
れ
な
く
検

康
検
査
は
次
の
日
程
で
行
わ
れ

一査
を
受
け
て
下
さ
い
。

地

区

名

検

査

場

期

日

経

由

農

協

三

月

十

五

日

午

前

九

時

か

ら

正

午

ま
で

加

樹

タ

三
月
十
八
日

h

v

h

γ

松

倉

小

学

校

三

月

十

九

日

夕

天

神

タ

=
一月
二
十
日
夕

片

貝

タ

三
月
二
士
一
百

b
v

問
布
施

三
月
二
十
六
日

夕

上
野
方

三
月
二
十
八
日

上
中
島

三
月
二
十
九
日

下
島
中

四

月

一
日

道

下

四

月

四

日

下

野

方

四

月

六

日

IJ、農小 農
学 タ 学 9
稜協校}筋

9 9 9 9 
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9 

~ 

4 

~ ~ 9 

9 9 9 
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